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自動撮影カメラで確認された吉野郡黒滝村赤滝の森林の哺乳類相と鳥類

若山　学・田中正臣

　吉野郡黒滝村赤滝の森林において、自動撮影カメラを用いて哺乳類相と鳥類の調査を行った。調査
期間内に撮影された哺乳類は、タヌキ、ツキノワグマ、テン、アナグマ、イノシシ、ニホンジカ、カ
モシカ、ニホンリス、ニホンノウサギの９種が確認されたが、撮影イベント数はニホンジカが89.1％
を占めていた。また、調査期間の各月の撮影頻度指数の平均値は、ニホンジカが最も高くなっており、
ほとんどの月で1.0を上回ったが、他の哺乳類の撮影頻度指数の平均値は1.0を上回ることはなかった。
調査地周辺の吉野郡黒滝村赤滝の森林は、イノシシやニホンノウサギが比較的多いものから、ニホン
ジカのみ優占する森林に変化している可能性が考えられた。鳥類はヤマドリ、オオコノハズク、オオ
アカゲラ、カケス、キビタキ、オオルリ、アトリの７種が確認された。

１．はじめに

　近年、各地で自動撮影カメラを用いた野生哺乳類の調
査が行われるようになっているが１）２）３）、奈良県内で
は自動撮影カメラを用いて哺乳類を調査した事例は少な
く、森林や動植物についての調査研究が盛んな大台ヶ原
地域での研究報告はあるものの４）、その他の地域ではほ
とんど行われていない。当センターでは、2006年から
2010年に吉野郡黒滝村赤滝において、ツキノワグマによ
るスギ人工林での剥皮被害を防止する手法を検討する調
査を実施し、その調査の一環として2007年から2008年に
かけて、自動撮影カメラを用いたツキノワグマの撮影調
査を行った５）。その結果、目的としたツキノワグマが撮
影されていたが、ツキノワグマ以外にも複数の哺乳類が
撮影されていた。そこで、吉野郡黒滝村赤滝の森林は、
どのような哺乳類相なのかを明らかにすることを目的と
して調査を行った。また、調査を進める上で鳥類も複数
が撮影されたため、どのような鳥類が撮影されるかにつ
いても調査を行った。
　なお、本調査は財団法人北村森林保護財団の受託研究
の一部として行ったものである。

２．調査地の概要

　調査地は、吉野郡黒滝村赤滝地内の標高約750ｍ南西
向き斜面の山腹にある、面積1.15haのスギ24年生（2009
年調査地設定時）の人工林とした（図１）。調査地は紀
伊山地の脊梁をなしている大峰山脈の西側に位置する。
調査地が所在する黒滝村は、面積47.71km2のうち94％が
森林である６）。国有林は存在せず、森林の全てが民有林

であり、スギおよびヒノキの人工林率は92％と非常に高
く７）、吉野林業の中心地となっている８）。アカマツ林や
ブナ・ミズナラなどの広葉樹林は尾根などの一部に散在
しているのみである。ただし、黒滝村に隣接する天川村
と川上村の大峰山脈の高標高地では広い面積で広葉樹林
が存在する地域もある。

３．調査方法

3.1　赤外線センサー搭載自動撮影カメラによる撮影

　自動撮影カメラ（以下カメラとする）は、赤外線セン
サーを搭載した市販のカメラ（FieldnoteⅡ，麻里府商事，
山口県）を用いた。カメラは、カメラ部形式35ｍｍレン
ズシャッター式フラッシュカメラ、レンズ焦点調節は28
ｍｍF6.7、撮影距離は0.9ｍ～無限遠で、フラッシュの
撮影範囲は0.9～4.6ｍ（ISO400）、２ｍ先の赤外線を放
出する物体の約30ｃｍの動きを検出することができるも

図１　調査地（吉野郡黒滝村赤滝）
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のである。そして、１回撮影されると約２分間の休止の
後に撮影可能となるよう多重撮影防止機能が設定されて
いる。全ての撮影でフラッシュが発光するようになって
いるが、発光しない場合も時々存在した。
　撮影に使用したフィルムは、ISO400の24枚撮りまた
はISO400の36枚撮り業務用の記録用カラーフィルム

（FUJICOLOR）を使用した。
　カメラは調査地内の立木に設置した。カメラの設置高
は低すぎると、哺乳動物によるカメラの破壊や泥落葉等
のはねあがり、そして積雪によってレンズ部が隠れて撮
影ができなくなる可能性が考えられたこと、高すぎると
フィルムや電池の交換、作動確認等の作業ができなくな
る可能性があったことから、約1.3ｍの高さで立木に固
定した。また、カメラのレンズ部の方向は全て東向きと
し、撮影範囲は可能なかぎり広くとるために、フラッシュ
の撮影範囲である４ｍ程度先の地面上までは感知できる
ように俯角をつけて設置した。
　調査地には９台のカメラを設置したが、調査地を大ま
かに斜面上方に向かって左部、中央部、右部の３つの区
域に分け、それぞれの区域内の中程の斜面の上下方向に
上部、中央、下部と約10ｍ間隔で１台ずつ設置した。な
お、斜面の左右に隣り合うカメラとは約50ｍ間隔で設置
した。
　調査期間は2009年6月1日から2010年9月2日までとし、
原則として約１ヶ月間隔で月末あるいは月初めにカメラ
を回収し、フィルムと電池の交換・回収、カメラの作動
と日付の確認をおこない、それを記録した。また、これ
らの作業にあたっては撮影開始日時と撮影終了日時も記
録した。なお、回収までにフィルムが終了している場合
は、最後に撮影されたものに記された日時を撮影終了日
時とした。
3.2　 撮影したネガフィルムの画像化と種の同定、解析

方法

　カメラで撮影されたネガフィルムは、現像の後フィル
ムスキャナー（Canon社プリンターMP960のスキャナー
機能）で読み取り、パソコンでJPEGの画像にした。そ
して、この画像をもとに種を同定し集計した。哺乳類の
和名、学名は阿部ら９）によった。また、鳥類の和名、
学名は日本鳥学会によった10）。
　撮影された動物の個体識別は困難であり、撮影された
ものの数をカメラが作動していた日数あたりに換算して
値を比較すると、同一個体を重複して撮影する影響は否
定できないため、相対的な撮影頻度の大小を比較する単
位として撮影頻度指数（ＲＡＩ：relative	abundance	
index）が算出される11）12）３）。本調査においても同じ種

が連続して接近した時間で撮影されたものが存在した。
そこで本調査では同じ種が30分以内に複数回撮影されて
いた場合は１回の撮影イベントとして扱い、30分より離
れて撮影されたものを種ごとに集計した。ただし、ニホ
ンジカは角の有無による雌雄の判別、親子で同時に撮影
された数や体のサイズ、角の大きさ等の外見での判別が
可能なものについては、それぞれ別の撮影イベントとし
て取り扱った。また、同種が２頭あるいは３頭同時に撮
影されているものは、ここでは１回の撮影イベントとし
て扱った。そしてこれらをもとに、１台のカメラを30日
間（約１ヶ月）作動させた場合に撮影される回数を撮影
頻度指数とした。よって本調査では撮影頻度指数＝（撮
影イベント数／カメラ作動期間）×30日［回数／30カメ
ラ日］となる。

４．結果および考察

　調査期間内の全９台のカメラの稼働日数は計3786.7日
であった。そして、全撮影数は1872枚であった。このう
ち、調査者がカメラの操作を行う際やカメラの作動確認
を行うために撮影された数が218枚（11.6％）、昆虫やク
モ類と考えられる物体が撮影されたものや被写体を確認
できなかったものなどの無効な撮影となるものが775枚

（41.4％）、哺乳類が撮影されたものが848枚（45.3％）、
鳥類が撮影されたものが31枚（1.7％）であった。
4.1　吉野郡黒滝村の森林の哺乳類相

　奈良県からは54種の哺乳類が知られているが13）、この
うちその生態や本調査におけるカメラの設置方法では、
モグラ類やネズミ類については撮影ができない、あるい
は撮影されていたとしても画像から判別することが非常
に困難であるので、これらについては対象から除外した。
撮影された哺乳類はタヌキ（Nyctereutes procyonoides）、
ツキノワグマ（Ursus thibetanus）、テン（Martes melampus）、
アナグマ（Meles meles）、イノシシ（Sus Scrofa）、ニホンジカ

（Cervus nippon）、カモシカ（Capricornis crispus）、ニホンリ
ス（Sciurus lis）、ニホンノウサギ（Lepus brachyurus）の９
種と、種を同定することができなかったコウモリ類で
あった（図２）。
　表１に哺乳類の撮影イベント数とそれぞれの種が占め
る割合を示す。種が全く判別できなかったものを除いた
もの全ての撮影イベント数は686回であったが、ニホン
ジカの撮影イベント数が最も多く、全ての撮影イベント
数に占める割合は89.1％と非常に多くなっており、その
他の種の撮影イベント数の割合は、２番目に多いテンで
もわずかに2.9％にすぎなかった。
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図２　撮影された哺乳類

（１）タヌキ（2010年6月2日）、（２）ツキノワグマ（2010年5月13日）、（３）テン(2010年8月3日)、（４）アナグマ（2010
年5月18日）、（５）イノシシ(2009年9月8日）、（６）ニホンジカ（2009年10月2日）

（１）

（３）

（５）

（２）

（４）

（６）
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　表２に、調査期間内の各月の哺乳類の撮影頻度指数の
平均値を示す。ニホンジカの撮影頻度指数は、いずれの
月においても最も高くなっており、撮影頻度指数が1.0
を下回るのは、2009年7月と2010年７月のみであった。
それに対し他の種は、調査期間の各月で撮影頻度指数が
1.0を上回ることはなかった。これは、調査地にカメラ
を１台設置し約１ヶ月間撮影をおこなった場合、ニホン
ジカは多くの月で複数回撮影されるのに対し、他の哺乳
類はほとんど撮影されることがないことを示している。
　1983年に奈良県林政課（当時）より発行された市町村
別鳥獣生息状況調査報告書によると、本調査地の所在す
る黒滝村では大型哺乳類はイノシシが300～600ｍの低地

帯に生息し個体数は比較的数が多く、ニホンジカ、カモ
シカ、ツキノワグマなどは時々大峰山脈から出現すると
されている14）。また、中小型哺乳類としては、タヌキ、
キツネ、ニホンノウサギ、イタチ、リス、ムササビ、テ
ン、アナグマ、モグラ、ヤマネが挙げられ、ノウサギの
個体数は多いとされている14）。調査地が所在する黒滝村
の、2000年から2010年までのニホンジカの狩猟と有害鳥
獣捕獲を併せた捕獲数（以下、捕獲数）は、増減はある
ものの2000年は35頭であったものが2010年には200頭ま
で増加しており、調査地の位置する５kmメッシュ内で
の2010年の捕獲数は119頭であった15）。黒滝村のイノシ
シの捕獲数は数頭から40頭程度の範囲で増減して推移し

図２　撮影された哺乳類

（７）カモシカ（2010年7月21日）、（８）ニホンリス(2010年5月26日）、（９）ニホンノウサギ（2009年11月6日）、（１０）
種不明のコウモリ（2009年10月16日）

（７）

（９）

（８）

（10）
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ており16）、調査地の位置する５kmメッシュ内では2010
年の捕獲数はわずかに２頭であった17）。ニホンノウサギ
の捕獲数は黒滝村のみ集計したものではないが、奈良県
全体では1983年には4385頭であったものが、2010年には
56頭にまで減少している７）。近年、県内ではニホンジカ
の生息数が増加しているが18）、調査地周辺の吉野郡黒滝
村赤滝の森林においても、ニホンジカの生息数は増加し
ていると考えられる。その一方では、イノシシの生息数
の増減は不明であるが、ニホンノウサギの生息数は減少

しているものと考えられる。調査地周辺の吉野郡黒滝村
赤滝の森林は、イノシシやニホンノウサギが比較的多い
というものから、約30年間でニホンジカのみが優占する
哺乳類相へと変化した可能性がある。
4.2　鳥類

　撮影され、種が同定できた鳥類はヤマドリ（Syrmaticus 
soemmerringii）、オオコノハズク（Otus lempiji）、オオアカ
ゲラ（Dendrocopos leucotos）、カケス（Garrulus glandarius）、
キビタキ（Ficedula narcissina）、 オオルリ（Cyanoptila 

表１　哺乳類の撮影イベント数とそれぞれの種が占める割合

　　　種　　　　名 撮影イベント数 割合（％）
ニホンジカ（Cervus nippon） 611 89.1
テン（Marte smelampus） 20 2.9
カモシカ（Capricornis crispus） 9 1.3
タヌキ（Nyctereutes procyonoides） 7 1.0
イノシシ（Sus Scrofa） 6 0.9
ニホンノウサギ（Lepus brachyurus)　　　 4 0.6
アナグマ（Meles meles） 2 0.3
ツキノワグマ（Ursus thibetanus） 1 0.1
ニホンリス（Sciurus lis） 1 0.1
コウモリ類 25 3.6
　計 686
判別できなかった哺乳類 17
　合計 703

表２　調査期間内の各月の哺乳類の撮影頻度指数の平均値

カメラ稼働日数 ニホンジカ テン カモシカ タヌキ イノシシ ニホンノウサギ アナグマ ツキノワグマ ニホンリス コウモリ類
2009年  6月  269.78 2.56 0.11 0.00 0.00 0.11 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00
2009年  7月  269.75 0.67 0.22 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.33
2009年  8月  280.97  4.90 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.61
2009年  9月  236.25 6.54 0.34 0.14 0.34 0.60 0.00 0.00 0.00 0.00 0.37
2009年10月  178.36 25.63 0.00 0.00 0.00 0.31 0.00 0.00 0.00 0.00 0.97
2009年11月  163.27 35.76 0.19 0.00 0.20 0.00 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00
2009年12月  213.00 13.11 0.44 0.00 0.16 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  1月  288.13 6.67 0.20 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  2月  324.05 1.02 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  3月  305.44 1.67 0.00 0.00 0.00 0.10 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  4月  216.20 1.39 0.14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  5月  272.17 3.42 0.00 0.00 0.12 0.00 0.00 0.29 0.15 0.10 0.00
2010年  6月  258.35 2.70 0.23 0.10 0.23 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2010年  7月  238.51 0.81 0.00 0.12 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.62
2010年  8月  272.52 2.13 0.89 0.35 0.21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.49
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cyanomelana）、アトリ（Fringilla montifringilla）の７種
であった（図３）。種が同定できたものは、いずれも森林・
山林に生息する種であった19）20）。オオコノハズクは奈良版
レッドデータブックである「大切にしたい奈良県の野生
動植物」において、絶滅危惧種とされている種である13）。
　表３に、調査期間内に撮影された鳥類とその撮影イベ
ント数を示す。撮影された７種のうち、ヤマドリとカケ
スは複数の撮影イベント数となっていたが、ヤマドリは
地上性19）であるため、４ｍ程度先の地面上までは感知
できるように俯角をつけてカメラを設置した本調査方法
では、多く撮影されることとなったと考えられる。また、
カケスは県内の山林で普通に見られることから２１）多く

撮影されたものと考えられる。

（１）

（３）

（２）

（５）

（４）
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表３　鳥類の撮影イベント数
　種名	 撮影イベント数
ヤマドリ（Syrmaticus　soemmerringii） 12
カケス（Garrulus　glandarius） 12
オオアカゲラ（Dendrocopos　leucotos） 1
オオコノハズク（Otus　lempiji） 1
キビタキ（Ficedula　narcissina） 1
オオルリ（Cyanoptila　cyanomelana） 1
アトリ（Fringilla　montifringilla） 1
判別できなかった鳥類 2
合	計 31
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